
研修・
コンサルティング事業

【主な講演テーマ】
・多文化共生とは
・やさしい日本語
・災害時対応
・地域日本語教育
・外国人と人権
・発達障害支援

【実績】
105件（過去最多）
（内訳）
行政 51件
国際交流協会 24件
学校 5件
NPO/NGO  10件
その他 15件

【参加者の声】

◯声を上げることが大事だとい
うことが最も印象に残っています。
自分の意見が聞いてもらえるか
はわからないが、まずやってみ
ることに意味があると感じました。
私も、先頭に立って何かに挑戦
できるようになりたいです。
◯外国人の方が悩んでいるの
は勝手に語学だけだと決めつけ
ていましたが、日本と外国の文
化の違いなどで悩んでいると習
い、言語だけ勉強すればいいと
いう私の考えが変わりました。

◯これからは、ボランティアにも
ITのスキルアップが必要になる
と感じました。
◯避難所巡回訓練では、実際に
外国人の方と話をして、日本語
で話すことの難しさを実感できま
した。聞き出したいことが思うよ
うに聞き取れず苦労しました。

今年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、ほとんどの研修や相談等が
オンラインでの開催となりました。従来の対面と比べると議論が活発になりにくかったり、
操作に不慣れで作業がうまく進まなかったりということもありましたが、１回あたりの参加
者数が増えたり、午前と午後で異なる地域での開催が可能となったりと、オンラインなら
ではのメリットもありました。今後も対面とオンラインの併用が予想されます。

土井佳彦

各地での多文化共生への基礎理解や、テーマ
別に具体的な実践事例の紹介、今後の取組
みについて考える場づくり等をサポートする。
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官民連携による多言語
相談窓口体制強化事業

【期間】
2020年5月1日〜2022年4月30日（2か年）

【内容】
①多言語相談窓口実態調査の実施（1年目）
②相談員等への研修会開催（2年目）
③成果報告会の実施 （年1回）
④多言語相談体制強化に向けた検討（毎年）

実態調査およびその報告会を実施したことにより、多言語相談窓口の存在意義と役割、
共通に抱えている課題を整理することができました。これらを踏まえ、来年度は、より質
の高い相談対応をするための具体的な提案をまとめていきます。特に、オンラインを活
用した研修は、「研修を受けたくてもなかなか受けられない」という相談員、通訳者の課題
の解決方法の１つになりそうです。

県内の多言語相談体制の強化を目的に、
行政や国際交流協会、NPO等との連携強
化や人材育成を行う。 （トヨタ財団事業）

栗木梨衣
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帰国困難者等への
生活支援事業

【支援内容】
①相生山徳林寺：約150名（ベト
ナム、スリランカ、ネパール、中
国）→145名帰国、5名就労
②民泊デラstay：2名（インドネシ
ア）→就労
③物資提供：県内外10団体に食
料約４トン、マスク１万枚

2020年5月に開始した帰国困難者支援は、現在も活動を継続しています。
12月からは支援対象を県内全域に拡大し、関係団体を通じて各地の生活
困窮者等に食料やマスクなどを提供しており、ニーズの高さを実感します。
詳しくは、右のQRコードから団体ブログ「帰国困難者支援活動」をご覧くだ
さい。毎月、活動報告をアップしています。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で帰国困
難な状況にある人等への支援に取組む。
（READYFOR, 赤い羽根共同募金等助成事業）

土井佳彦

〜帰国者からのメッセージ〜

私は家族の生活が経済的に困難なため、
家族の生活を向上させるためのお金を稼
ぐ目的で日本に来ましたが、現在、新型
コロナウイルス流行により、仕事も収入も
なくなり、住む場所さえもなくなりました。
私にとって幸運なことに、私はお寺の御
住職をはじめ多くの支援団体等から保護
を受け、私の困難を理解してくれ、食事と
生活をするための安定した場所を得られ
ています。この困難な時期に私と仲間を
助けてくださった方々に、心からの感謝以
外に何も言えませんが、改めて心より感
謝申し上げます。
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情報発信及び
ネットワーキング

【ホームページ】
・閲覧数 17,500pv

【facebookページ】
・投稿数 3,771件
・いいね！ 3,077件
（前年度 +177）

【ブログ】
・投稿数 25件
・閲覧数 1,729pv

今年度は各種媒体を通じて、多くの情報と団体活動の様子を発信する
ことができました。また、団体ロゴを作成し、発信元のイメージ統一も図
りました。来年度はさらに情報を充実させていきたいと思います。
「完全オリジナルフォントです。ロゴの中には○△□と言った形を取り入
れ、多文化、多様性を表しています。」（制作者：松井陽介さん）

土井佳彦

多文化共生に関する情報を不特定多数の人に発
信し、日常における多文化共生の認知度・理解度
を高める。新型コロナ関連情報も多数。
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「外国人の子ども」×「発達障がい」

支援のためのライフコースマップ

【開催概要】
＜成果報告会＞
2021年3月28日(日) 13:30-16:30
※オンラインにて実施
事前申込者：123名
アーカイブ配信再生数：

part.1  62回 part.2  26回
part.3  18回 計 106回

【参加者の声】
・ 「ライフコースマップ」にたいへん
興味を持ちました。発達障がいの
お子さんを持つ外国人保護者には、
有益なツールだと思います。現場で
活用したいと思いました。

・日本に暮らすサポートが必要な児
やその家族が、言語や文化の違い
に関わらず、資源に辿り着けるしく
みを整えていくツールのひとつとし
て、ライフマップが広く活用されてい
く事を願います。
・その時期に必要な関係機関や横
のつながりだけでなく、多面的な連
携した支援が必要だと感じました。

2018年から2年半をかけてライフコースマップを作成しました。途中、新型コロナウイルス感
染症の拡大を受け、事業を一時休止しましたが、助成元より助成期間の延長の許可をいた
だき、オンラインにて事業を再開するに至りました。今回の事業がきっかけとなり、分野を超
えた横のつながりに加え、年齢で見た縦のつながりへと連携の可能性が広がりました。
ライフコースマップが必要な方に届くよう、今後の事業を展開していきます。

外国にルーツをもつ発達障がいの子ども
たちがライフステージごとに培うと良い能
力や支援制度をまとめたライフコースマッ
プの作成（ ドコモ市民活動団体助成事業）

河村槙子

＜ライフコースマップ＞
・障害児者の教育や就労に携わっている支援者、当事者（外国籍
保護者）等による委員会にて作成
・日本語、ポルトガル語、英語、中国語の4言語
・乳幼児期から高齢期まで５つのライフステージごとに、利用でき
る福祉サービスや相談窓口、本人が身につけるスキル等をまと
めている。
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